
               
１ 主体的・対話的で深い学びの  
    実現に向けた授業改善 

主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善の

主体的な学び

対話的な学び

深い学び

「小学校学習指導要領 平成 年 解説 総則編 」
「中学校学習指導要領 平成 年 解説 総則編 」

 ポイント  
授業改善の3 の と 
             と と の授業改 10の  

的な学び 
    

    

的な学び     

深い学び 
     

    

「と と の授業改 10の 」と 
の深い  

  ポイント② 

◆「 的な学び」を実現する子どもの姿（例） 

・ や を 高 め る  

・ し を も つ  

・ 自 分 と 結 び つ け る  

・ り く 取 り  

・ り っ て 次 つ な げ る  

以下のような授業改善の工夫が大切です。

・切実 の る課題設定

・ で る学習

・ な学び の

・学習内容のまとめ・適用

・ 語での り り 等

「 学び」を実現する姿と授業改善の工夫 

そのために

「 学び」を実現する姿と授業改善の工夫 

◆「 的な学び」を実現する子どもの姿（例） 

・ 思 考 を 現 に え る  

・ な で 説 す る  

・ な を す る  

・ の 考 え を か り と す る  

・ い の 考 え を す る  

・ に 考 え を 創 り 上 げ る  

・ し て 解 す る  

以下のような授業改善の工夫が大切です。

・対話する の る課題の設定

・学習内容等に た ー イ の 用

・ の 化・ 化など思考を深める

ー 等の 用

・話を える関 の構 等

そのために

   によって自分の考えなどを げたり深めたりする場面を取り入れまし う。 

資

と

 

 

解

の
た
め
に

な

を

し

自
分
な
り
の

現
に
し
て
い

ま
す

 

で

 
 

解

の
た
め
に

と
考
え
を

し

自

分
の
考
え
を

し
た
り

深
化
さ

た
り
し
ま
す

 

 的に学習に取り めるよう学習の しをもった
り学習したことを り ったりして、自 の学びや 容
を自 で る場面を取り入れまし う。 
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１ 主体的・対話的で深い学びの  
    実現に向けた授業改善 

主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善の

主体的な学び

対話的な学び

深い学び

「小学校学習指導要領 平成 年 解説 総則編 」
「中学校学習指導要領 平成 年 解説 総則編 」

 ポイント  
授業改善の3 の と 
             と と の授業改 10の  

的な学び 
    

    

的な学び     

深い学び 
     

    

「と と の授業改 10の 」と 
の深い  

  ポイント② 

◆「 的な学び」を実現する子どもの姿（例） 

・ や を 高 め る  

・ し を も つ  

・ 自 分 と 結 び つ け る  

・ り く 取 り  

・ り っ て 次 つ な げ る  

以下のような授業改善の工夫が大切です。

・切実 の る課題設定

・ で る学習

・ な学び の

・学習内容のまとめ・適用

・ 語での り り 等

「 学び」を実現する姿と授業改善の工夫 

そのために

「 学び」を実現する姿と授業改善の工夫 

◆「 的な学び」を実現する子どもの姿（例） 

・ 思 考 を 現 に え る  

・ な で 説 す る  

・ な を す る  

・ の 考 え を か り と す る  

・ い の 考 え を す る  

・ に 考 え を 創 り 上 げ る  

・ し て 解 す る  

以下のような授業改善の工夫が大切です。

・対話する の る課題の設定

・学習内容等に た ー イ の 用

・ の 化・ 化など思考を深める

ー 等の 用

・話を える関 の構 等

そのために

   によって自分の考えなどを げたり深めたりする場面を取り入れまし う。 
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 的に学習に取り めるよう学習の しをもった
り学習したことを り ったりして、自 の学びや 容
を自 で る場面を取り入れまし う。 
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◆「深い学び」を実現する子どもの姿（例）  

・ 思 考 し て 問 い 続 け る  

・ 知 識 ・ 技 能 を 習 得 す る  

・ 知 識 ・ 技 能 を 活 用 す る  

・ 自 分 の 思 い や 考 え と 結 び 付 け る  

・ 知 識 や 技 能 を 概 念 化 す る  

・ 自 分 の 考 え を 形 成 す る  

・ 新 た な も の を 創 り 上 げ る  

以下のような授業改善の工夫が大

切です。

・知識や技能の適用場面を設定

・既習内容や経験と関連付けた思考

の促進

・個の思いの顕在化

・切実な課題の設定 等

「深い学び」を実現する姿と授業改善の工夫 

そ
の
た
め
に

 学びの深まりをつくり出すために、児童が考え

る場面と教師が教える場面を意図的に取り入れる

ことが大切です。 

自分の思いや考えと結び付けた児童のノート

（４年）

道徳のノートより

「 」

（６年）国語科

、

知識・技能の習得及び活用を意識した
思考ツールの工夫

 学習指導要領解説総則編には、次のように記されています。 

    

 すなわち、単元をどう構想するかが重要ということです。３つの学びの視点に立った授業改善

により、学習の質を一層高めていくことで、「学習内容の深い理解」「資質・能力の定着」が図

られ、児童生徒が、生涯にわたって能動的に学び続けるようにすることをめざします。 

主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善を考えることは単元や題材など内容や時

間のまとまりをどのように構成するかというデザインを考えることに他ならない。

「小学校学習指導要領 平成 年 解説 総則編 」「中学校学習指導要領 平成 年 解説 総則編 」

               

と に る学習 の とまとまりと ます。
て る学習のまとまりを す と １ の授業の を る点に いて

て す。 のまとまりの 「 い学び」を し び１
の学習の を てまし う。

  的 的 い学 を 
     め した授業 りの  

の  

 単元 は め す を して  ポイント  

 の の 「 い学び」の視点に る学習活動を
に てい まし う。

全体を、 す 、児童生徒が に取り組 、 分の学びを振り返り、次に

ながる学びの を してい ことを意 して を します。その を にして、実

に の学習 を していきます。 

 単元 と単元  

どんな にするのか、 に
しっかりと を ることが大切
です。 

学習 と の実 を とに の をと ます。

に している を します。ま の
学びに関 の る 習 を い します。

に関 する とを に の学びの を整理します。 

の 実 し い の学びの を にします。 の の う 学習
活動を い の を して に考 てい ます。

学習 に を学習 を とにし します。

 体的な学び 的な学び い学び は、これらす てを 時
間の で実 するのではな 、 といったまとまりの で実 をめ す
ものです。したがって、 しをもって 的に することが大切です。 

 単元を する 
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◆「深い学び」を実現する子どもの姿（例）  

・ 思 考 し て 問 い 続 け る  

・ 知 識 ・ 技 能 を 習 得 す る  

・ 知 識 ・ 技 能 を 活 用 す る  

・ 自 分 の 思 い や 考 え と 結 び 付 け る  

・ 知 識 や 技 能 を 概 念 化 す る  

・ 自 分 の 考 え を 形 成 す る  

・ 新 た な も の を 創 り 上 げ る  

以下のような授業改善の工夫が大

切です。

・知識や技能の適用場面を設定

・既習内容や経験と関連付けた思考

の促進

・個の思いの顕在化

・切実な課題の設定 等

「深い学び」を実現する姿と授業改善の工夫 

そ
の
た
め
に

 学びの深まりをつくり出すために、児童が考え

る場面と教師が教える場面を意図的に取り入れる

ことが大切です。 

自分の思いや考えと結び付けた児童のノート

（４年）

道徳のノートより

「 」

（６年）国語科

、

知識・技能の習得及び活用を意識した
思考ツールの工夫

 学習指導要領解説総則編には、次のように記されています。 

    

 すなわち、単元をどう構想するかが重要ということです。３つの学びの視点に立った授業改善

により、学習の質を一層高めていくことで、「学習内容の深い理解」「資質・能力の定着」が図

られ、児童生徒が、生涯にわたって能動的に学び続けるようにすることをめざします。 

主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善を考えることは単元や題材など内容や時

間のまとまりをどのように構成するかというデザインを考えることに他ならない。

「小学校学習指導要領 平成 年 解説 総則編 」「中学校学習指導要領 平成 年 解説 総則編 」

               

と に る学習 の とまとまりと ます。
て る学習のまとまりを す と １ の授業の を る点に いて

て す。 のまとまりの 「 い学び」を し び１
の学習の を てまし う。

  的 的 い学 を 
     め した授業 りの  

の  

 単元 は め す を して  ポイント  

 の の 「 い学び」の視点に る学習活動を
に てい まし う。

全体を、 す 、児童生徒が に取り組 、 分の学びを振り返り、次に

ながる学びの を してい ことを意 して を します。その を にして、実

に の学習 を していきます。 

 単元 と単元  

どんな にするのか、 に
しっかりと を ることが大切
です。 

学習 と の実 を とに の をと ます。

に している を します。ま の
学びに関 の る 習 を い します。

に関 する とを に の学びの を整理します。 

の 実 し い の学びの を にします。 の の う 学習
活動を い の を して に考 てい ます。

学習 に を学習 を とにし します。

 体的な学び 的な学び い学び は、これらす てを 時
間の で実 するのではな 、 といったまとまりの で実 をめ す
ものです。したがって、 しをもって 的に することが大切です。 

 単元を する 
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全体を した を に、 時間 時間の を
てていきます。 

学習

「 」に
とっとりの授

業改革【１０の視
点】の ⑧
て まります。授
業の

に関 る
り 授業

を する
し い視

点 り す。

１学
い の のり の いし う う

に って し う いし う
い い な た しいこ 一

学

実
とっとりの授業改革 の と

の関連を している。

実
学習 に で い学 の

視点の を り
を てている。

の う を り に いて 理 を り を っ
「実 の る」「 る」 を してい まし う。

実
学 とっとりの授業改革 の視

点 の 点 に する視点を に り
「 」と 、指導 に 記するな して、
実 に り いる。

１学 活

 単元 を てる  本時の授業は、単元の１ピース ポイント② 

 の の１ る とを に の学びの りを し 授業
りをする と す。 を る の の ると考
ると １ １ に ります。

 その時間で をめ す を にして、児童生徒の実 を に、本時 を します。

本時 の と せて、 も する があります。 

 本時目標を明確にする 

 本時 は、その時間の学びによって
される児童生徒の 体的な で する

ことが大切です。 

 を る 

 児童生徒が しをも とは、学習 を し、どのようにすれ を できるの

か、どのような えが えられるのか に いて をも ということです。 

 児童生徒の 体的な学びを実 するため
にも、児童生徒が学習 を 実に かん
だり、 の方 えの しをもった
りすることが、 めて になります。 

とっとりの授業改革【１０の視
点】の 「 の

」と関連しています。 の

を

し
て

し

の見 しを
た るための

示。 が に
つれて、学 の
が れ、

示 が てい
ます。 時と本時、
時のつながりを
が に
れます。

○ 本時目標を明確にする 

○ 見通しをもたせる 

○ めあてを共有する 

○ 問題等の提示について工夫する 

○ 中心的な学習活動を工夫する 

○ まとめを行う 

○ 振り返りの場面を設定する 

○ 学習評価を行い指導に生かす 

子どもの主体的・対話的で深い学びを実現する授業のポイント 

授業計画を立ててから、いざ、本時の授業へ！！ 

 、 の を し します。 

ワン 
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全体を した を に、 時間 時間の を
てていきます。 

学習

「 」に
とっとりの授

業改革【１０の視
点】の ⑧
て まります。授
業の

に関 る
り 授業

を する
し い視

点 り す。

１学
い の のり の いし う う

に って し う いし う
い い な た しいこ 一

学

実
とっとりの授業改革 の と

の関連を している。

実
学習 に で い学 の

視点の を り
を てている。

の う を り に いて 理 を り を っ
「実 の る」「 る」 を してい まし う。

実
学 とっとりの授業改革 の視

点 の 点 に する視点を に り
「 」と 、指導 に 記するな して、
実 に り いる。

１学 活

 単元 を てる  本時の授業は、単元の１ピース ポイント② 

 の の１ る とを に の学びの りを し 授業
りをする と す。 を る の の ると考
ると １ １ に ります。

 その時間で をめ す を にして、児童生徒の実 を に、本時 を します。

本時 の と せて、 も する があります。 

 本時目標を明確にする 

 本時 は、その時間の学びによって
される児童生徒の 体的な で する

ことが大切です。 

 を る 

 児童生徒が しをも とは、学習 を し、どのようにすれ を できるの

か、どのような えが えられるのか に いて をも ということです。 

 児童生徒の 体的な学びを実 するため
にも、児童生徒が学習 を 実に かん
だり、 の方 えの しをもった
りすることが、 めて になります。 

とっとりの授業改革【１０の視
点】の 「 の

」と関連しています。 の

を

し
て

し

の見 しを
た るための

示。 が に
つれて、学 の
が れ、

示 が てい
ます。 時と本時、
時のつながりを
が に
れます。

○ 本時目標を明確にする 

○ 見通しをもたせる 

○ めあてを共有する 

○ 問題等の提示について工夫する 

○ 中心的な学習活動を工夫する 

○ まとめを行う 

○ 振り返りの場面を設定する 

○ 学習評価を行い指導に生かす 

子どもの主体的・対話的で深い学びを実現する授業のポイント 

授業計画を立ててから、いざ、本時の授業へ！！ 

 、 の を し します。 
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 めあては、学習の で が したり、 しをもった結果として になったりするも

のです。 の のどの でどのように するのかは、それ れの ・ の に

よって ります。 

 めあては、児童生徒が学びの を

意 できるものにすることが大切です。 

 め を する 

 の を するために、 時間 との問

を します。児童生徒に する は、 の の

間の ながりを意 できるような も大切です。 

 問題等の提示について工夫する 

 児童生徒が問 に かう を意 したり、本時の

問 を らの問い したい として め

たりすることが大切です。 

とっとりの授業改革【１０の視点】
「 の 」と関連して
います。

 問 の に て、 習 を活 したり、 できる を したり、 な を

・ ながら したりします。 

 との を じて、 分の の をより に意 したり、 の えを こと

で、問 に な を したりできるようにすることも大切です。 

 な 意 のもと、 分なりの えをもって
いの えを する活動を ることが大切で
す。その 、 いの意 と が に意 され
るように、 の 体的な が となります。  

 を する 

とっとりの授業改革 １０の視点 の

「 学習の充実」

「 の活 」

④「思考の整理」

「 の の充実」

⑥「学び合う活動の充実」

に関連しています。

習

表

れ

の っ に
を 「実 う の
う。」「 い。」と
まりまし 。 の
て り 習 を活 し
考 を整理してい まし 。

実 考

合い い 学
習 に って ます。

 本時の学習で、何を学んだのか、その学びはなぜ生まれたのかなどを振り返らせることによっ
て、学びの手応えを感じさせたり、その学びを生かした次の学びへの意欲を高めさせたりするこ
とが大切です。 

 振り返りの場面を設定する 

 次のような、振り返りのための問いも効果的です。 
・何ができるようになりましたか。 
・何が分かりましたか。 
・なぜできるようになりましたか。 
・なぜ分かりましたか。 
・次の時間に何を学びたいですか。 

・次の時間にどんな学び方をしたいですか。  

 めあてをもとに学習活動に取り組んだ結果として得られたことを、学級全体で共有します。 

 まとめは、児童生徒の実感の伴ったも

のとなるようにしたいものです。そのた

めにも、児童生徒の言葉を生かしたまと

めが望まれます。 

 まとめを行う 

このまとめが、次時の学習の
導入時に活用され、「円の面
積」を求める学習につながりま
した。

「まとめ」の活用

それぞれの考え方を発表し合い、説明し合った後、子どもたちの言葉を手
がかりに「まとめ」が行われました。

学習過程で生まれた「まとめ」

振り返りの視点を示した上で、本時

の振り返りとして指導者が求める項目に

ついて、記述するよう指示します。これ

により、指導者が本時の学習内容の理

解を見取る一助となります。

とっとりの授業改革【１０の視点】の
④「思考の整理」⑥「学び合う活動の充
実」と関連しています。

実践例① 実践例② 

とっとりの授業改革
【１０の視点】の⑧「学
習を振り返る活動の設
定」に関連しています。
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 めあては、学習の で が したり、 しをもった結果として になったりするも

のです。 の のどの でどのように するのかは、それ れの ・ の に

よって ります。 

 めあては、児童生徒が学びの を

意 できるものにすることが大切です。 

 め を する 

 の を するために、 時間 との問

を します。児童生徒に する は、 の の

間の ながりを意 できるような も大切です。 

 問題等の提示について工夫する 

 児童生徒が問 に かう を意 したり、本時の

問 を らの問い したい として め

たりすることが大切です。 

とっとりの授業改革【１０の視点】
「 の 」と関連して
います。

 問 の に て、 習 を活 したり、 できる を したり、 な を

・ ながら したりします。 

 との を じて、 分の の をより に意 したり、 の えを こと

で、問 に な を したりできるようにすることも大切です。 

 な 意 のもと、 分なりの えをもって
いの えを する活動を ることが大切で
す。その 、 いの意 と が に意 され
るように、 の 体的な が となります。  

 を する 

とっとりの授業改革 １０の視点 の

「 学習の充実」

「 の活 」

④「思考の整理」

「 の の充実」

⑥「学び合う活動の充実」

に関連しています。

習

表

れ

の っ に
を 「実 う の
う。」「 い。」と
まりまし 。 の
て り 習 を活 し
考 を整理してい まし 。

実 考

合い い 学
習 に って ます。

 本時の学習で、何を学んだのか、その学びはなぜ生まれたのかなどを振り返らせることによっ
て、学びの手応えを感じさせたり、その学びを生かした次の学びへの意欲を高めさせたりするこ
とが大切です。 

 振り返りの場面を設定する 

 次のような、振り返りのための問いも効果的です。 
・何ができるようになりましたか。 
・何が分かりましたか。 
・なぜできるようになりましたか。 
・なぜ分かりましたか。 
・次の時間に何を学びたいですか。 

・次の時間にどんな学び方をしたいですか。  

 めあてをもとに学習活動に取り組んだ結果として得られたことを、学級全体で共有します。 

 まとめは、児童生徒の実感の伴ったも

のとなるようにしたいものです。そのた

めにも、児童生徒の言葉を生かしたまと

めが望まれます。 

 まとめを行う 

このまとめが、次時の学習の
導入時に活用され、「円の面
積」を求める学習につながりま
した。

「まとめ」の活用

それぞれの考え方を発表し合い、説明し合った後、子どもたちの言葉を手
がかりに「まとめ」が行われました。

学習過程で生まれた「まとめ」

振り返りの視点を示した上で、本時

の振り返りとして指導者が求める項目に

ついて、記述するよう指示します。これ

により、指導者が本時の学習内容の理

解を見取る一助となります。

とっとりの授業改革【１０の視点】の
④「思考の整理」⑥「学び合う活動の充
実」と関連しています。

実践例① 実践例② 

とっとりの授業改革
【１０の視点】の⑧「学
習を振り返る活動の設
定」に関連しています。
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 を行 す 

 学習 は、 を に います。 は、 の 、 方 の
のための を に します。 

 学習 は に生かされな れ な

りません。本時の へと な たり、

次時 の に させたりします。 

【 学 】 「 のってす い う 」

ま の を す を にして の実 に 「
い学び」の実 を し を しまし う。 して に

１ との授業 を して授業に う と す。

の学
を
面

視点

時の学
習とめ
の
視点

振り返りと
次時 の

の
面
視点

時
を る
の
視点

学 合 活
を さ るた
めの 活 の

視点

で考え、 と
考えを る 面
視点

本時の には、とっとりの

の が

て取れます。言い える

と、 体的・ 的で い学

びの実 に た学習活動が

られているというこ

とになります。このような学

習 を意 して、

りを めまし う。 

とっとりの授業改革【１０の視点】 「学習 の 」と関連しています。

と の 体 が大切です。 

「子どもたちの学力を向上させたい」「分かる授業づくりをしたい」「学び合いのある授業

にしたい」等、指導者として常に向上心をもって取り組むことが大切です。子どもたちの学び

を充実させるためにも、次のような工夫を意識して授業改善を進めましょう。

  学習意欲を引き出す発問  ポイント① 

               ３ 大切にしたい学びを支える技 

  ①児童生徒が、聞く姿勢になっていることを確認する。 

  ②内容が把握しやすい明確な問いにする。 

   ・はっきりと一度で問う。 

   ・反応を待つ。 

  ③多様な考えを引き出す問いにする。

 発問とは、本時の目標を達成させるために教師が発する問いであり、児童生徒の学習意欲を

引き出したり、思考や活動を促し、授業の流れを作ったりするものです。

  ①経験したこと、知っていることなどを問う発問 

   （例）「○○について、知っていることはありませんか？」 

  ②問題場面の原因を考えさせたり、結果を推測させたりする発問 

   （例）「このようになったのは、なぜでしょう？」 

      「○○を■■にすると、結果は、どうなるでしょう？」 

  ③比較させたり、選択させたりする発問 

   （例）「①と②では、考え方にどのような違いがありますか？」 

      「もっと○○にするには、どちらの解き方がよいでしょう？」 

  ④振り返りを促す発問 

   （例）「何ができるようになりましたか？」 

      「次の時間に何を学びたいですか？」 

 
例① 写真や資料をもとに、白地図や表にまとめてみて、どんなことに気付きましたか。 

例② なぜ、土地の広い南側ではなく、北側に家がたくさん集まっているのでしょう。 

例①の発問に対して、児童は、様々な気付きを挙げると考えられます。根拠となる資料等

を示しながら説明する児童もあるかもしれません。しかし、例①の気付きを基にして例②の

ように重ねて発問することで、「分布」や「広がり」「自然条件」などの視点を意識して答

えようとします。発問を工夫することで、より深い学びにつながると考えられます。

（例）第３学年 

 単元名 わたしのまち みんなのまち（第３学年） 

 目 標 Ａ町の土地の様子を地形的な条件や社会的な条件と関連付けて考えることができる。 

１ 発問の種類 

２ 発問する際の留意点 

児童生徒の反応が気にな
り、問い方や問う内容を変
えていくと、かえって子ど
もたちは、混乱してしまう
こともあります。発問は明
確にしましょう。

＊
詳
し
く
は
、
「
学
力
向
上
を
支 

 

え
る
基
盤
づ
く
り
に
向
け
て
」 

 

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 
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 を行 す 

 学習 は、 を に います。 は、 の 、 方 の
のための を に します。 

 学習 は に生かされな れ な

りません。本時の へと な たり、

次時 の に させたりします。 

【 学 】 「 のってす い う 」

ま の を す を にして の実 に 「
い学び」の実 を し を しまし う。 して に

１ との授業 を して授業に う と す。

の学
を
面

視点

時の学
習とめ
の
視点

振り返りと
次時 の

の
面
視点

時
を る
の
視点

学 合 活
を さ るた
めの 活 の

視点

で考え、 と
考えを る 面
視点

本時の には、とっとりの

の が

て取れます。言い える

と、 体的・ 的で い学

びの実 に た学習活動が

られているというこ

とになります。このような学

習 を意 して、

りを めまし う。 

とっとりの授業改革【１０の視点】 「学習 の 」と関連しています。

と の 体 が大切です。 

「子どもたちの学力を向上させたい」「分かる授業づくりをしたい」「学び合いのある授業

にしたい」等、指導者として常に向上心をもって取り組むことが大切です。子どもたちの学び

を充実させるためにも、次のような工夫を意識して授業改善を進めましょう。

  学習意欲を引き出す発問  ポイント① 

               ３ 大切にしたい学びを支える技 

  ①児童生徒が、聞く姿勢になっていることを確認する。 

  ②内容が把握しやすい明確な問いにする。 

   ・はっきりと一度で問う。 

   ・反応を待つ。 

  ③多様な考えを引き出す問いにする。

 発問とは、本時の目標を達成させるために教師が発する問いであり、児童生徒の学習意欲を

引き出したり、思考や活動を促し、授業の流れを作ったりするものです。

  ①経験したこと、知っていることなどを問う発問 

   （例）「○○について、知っていることはありませんか？」 

  ②問題場面の原因を考えさせたり、結果を推測させたりする発問 

   （例）「このようになったのは、なぜでしょう？」 

      「○○を■■にすると、結果は、どうなるでしょう？」 

  ③比較させたり、選択させたりする発問 

   （例）「①と②では、考え方にどのような違いがありますか？」 

      「もっと○○にするには、どちらの解き方がよいでしょう？」 

  ④振り返りを促す発問 

   （例）「何ができるようになりましたか？」 

      「次の時間に何を学びたいですか？」 

 
例① 写真や資料をもとに、白地図や表にまとめてみて、どんなことに気付きましたか。 

例② なぜ、土地の広い南側ではなく、北側に家がたくさん集まっているのでしょう。 

例①の発問に対して、児童は、様々な気付きを挙げると考えられます。根拠となる資料等

を示しながら説明する児童もあるかもしれません。しかし、例①の気付きを基にして例②の

ように重ねて発問することで、「分布」や「広がり」「自然条件」などの視点を意識して答

えようとします。発問を工夫することで、より深い学びにつながると考えられます。

（例）第３学年 

 単元名 わたしのまち みんなのまち（第３学年） 

 目 標 Ａ町の土地の様子を地形的な条件や社会的な条件と関連付けて考えることができる。 

１ 発問の種類 

２ 発問する際の留意点 

児童生徒の反応が気にな
り、問い方や問う内容を変
えていくと、かえって子ど
もたちは、混乱してしまう
こともあります。発問は明
確にしましょう。

＊
詳
し
く
は
、
「
学
力
向
上
を
支 

 

え
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基
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づ
く
り
に
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児童生徒の発 を けて、 をつな ながら、 どもたちとともに学 を ていくことで

が していきます。 

考 考を さ るための いに いて 
思考が動く活動をつくる「動詞」（例） 

考えるための の例

する と の いは 点は

分 する どんな 分 ができる う 分 る基 は

づ る と はどんな う は う

視点 を変える の視点 の の から るとどう う

する する な問 の問 にあてはめるとどうなるかな

する に して よう

する どの考えがいち んよい う な う思う

す はどうなる う 大切にしたい が実 するか

する んとうに れでよいか かの方 はないか

り る 学ん こと よかったこと これからの は う

教
「考え する を実 する 対 で深い学びの視点から 」

教 や の に合 せて、
工夫して え うですね。

３ 発 の  

 

 聞き方、 し方の を

した で、 ども

たちに「考えをつな こ

と」を させるのも、一

つの方 です。 

（ ） 

 児童生徒の発 を 確に する 

 を に う 

 発 を する 

の考えのよさやつま きを し、
に生かします。

答の問 点について する を し

て、学 の学びに広げていきます。

の発 を で取り上げ すること

で、 の児童生徒の思考の になります。

児童生徒が て、本時の目標が分かり、学習を り ることができる をめ すことが大
切です。 のためには、 の をしっかりと し、子どもたちの目 に った を
う があります。

の  

  学 の 点を す する 

  の を を 発にする 

  学 し す る 
 

し  

      の学 る にする 

  い の 大 に留意する 
   の に す 発 に た大  

  を に す を意 する 
   する を える 

  学 を る る に に   
   る １ に１ の  

   の  

児童生徒に えたいこと
をはっきりともって授業を

いますが、授業の に、
本時で さえたいこと、
成をめ す力を明確にして
「 」を てること
は、授業づくりで大切な

です。

 

 
 

 

  を   ポイント  

 

 学 の「 」を とした の です。
の に基づいて、 も なります。 している とし
て、 どもたちの を にして生かし、さらに 時の学び
の が かる となっている です。 

の例

い れの授業に

いても、指導者が

を てた上

で、授業に んでい

ます。
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児童生徒の発 を けて、 をつな ながら、 どもたちとともに学 を ていくことで

が していきます。 

考 考を さ るための いに いて 
思考が動く活動をつくる「動詞」（例） 

考えるための の例

する と の いは 点は

分 する どんな 分 ができる う 分 る基 は

づ る と はどんな う は う

視点 を変える の視点 の の から るとどう う

する する な問 の問 にあてはめるとどうなるかな

する に して よう

する どの考えがいち んよい う な う思う

す はどうなる う 大切にしたい が実 するか

する んとうに れでよいか かの方 はないか

り る 学ん こと よかったこと これからの は う

教
「考え する を実 する 対 で深い学びの視点から 」

教 や の に合 せて、
工夫して え うですね。

３ 発 の  

 

 聞き方、 し方の を

した で、 ども

たちに「考えをつな こ

と」を させるのも、一

つの方 です。 

（ ） 

 児童生徒の発 を 確に する 

 を に う 

 発 を する 

の考えのよさやつま きを し、
に生かします。

答の問 点について する を し

て、学 の学びに広げていきます。

の発 を で取り上げ すること

で、 の児童生徒の思考の になります。

児童生徒が て、本時の目標が分かり、学習を り ることができる をめ すことが大
切です。 のためには、 の をしっかりと し、子どもたちの目 に った を
う があります。

の  

  学 の 点を す する 

  の を を 発にする 

  学 し す る 
 

し  

      の学 る にする 

  い の 大 に留意する 
   の に す 発 に た大  

  を に す を意 する 
   する を える 

  学 を る る に に   
   る １ に１ の  

   の  

児童生徒に えたいこと
をはっきりともって授業を

いますが、授業の に、
本時で さえたいこと、
成をめ す力を明確にして
「 」を てること
は、授業づくりで大切な

です。

 

 
 

 

  を   ポイント  

 

 学 の「 」を とした の です。
の に基づいて、 も なります。 している とし
て、 どもたちの を にして生かし、さらに 時の学び
の が かる となっている です。 

の例

い れの授業に

いても、指導者が

を てた上

で、授業に んでい

ます。
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くことによって、子どもたちは思考 を することができます。また、 を き

すことで、学習内容の 点を することができます。子どもたちの学 意欲を める

指導が大切です。

 ○ の上 な い方の例を、 内に したり、学 や などで し  

  たりして、 果 な づくりを きかける。 

 ○ な り に を し、 ・ を う。 

 学 意欲   ポイント  

を すだけでなく、

の考えたことや

かったこと、 問も く

ようにさせよう。 

発 、 の

を考 した を選

う。（ の きさ、

の 、 ） 

にするた に

 ○ の や に応 た き方の  

  を う。 

 ○ を う。 

  ・ づくりの を える。 

  ・ のきまりを確認する。（ 、学 題（ あて）、 出し、 の い けなど） 

  ・ づくりの 引きや の を例 し、 な を させる。 

 ○ く さや く 、 さなど、 に 応する。 

学習内容の や の き方など の や ましの 、

を教師が することで、子どもたちの授業 の意欲を めたり、学び

を深めたりするきっか となります。 指導を て、児童生徒

も進 、 な をつくることにもつながります。

１ の  

２ の  

３ 点  

時の学習や 学習を本
時に生かせるような づ
くりが大切です。

 ○学 内容を す。 

  学 の が り、学びを振り返ることができる。 

  学 内容が して えら るとともに、 な学びに発 できる。 

 ○ くことにより学 内容を する。 

 ○ を明確 する。 

、 、 、

、 き出し、 など

を って、 だけの づく

りを支 しよう。 

（ ）
児童が

を も っ た 内
容、 に

しながら、
しい視点を
える の

があ
ります。

 児童生徒が、 で対 に学 授業にするためには、目 に応 た 作りが かせませ
ん。教 の 、学習内容、児童生徒の実 等を考 し、 、 、 など学習 を工
夫することが大切です。

 といっても、 や 学 など に があり、 待さ る 果も なり

ます。問題解 の が なものになるように、 から に応 た な学 を

していきましょう。 

集 の 

  
    の    

 

 

 

  

で っくりと

取り組める。

気 に 時 で 流

できる。

りの 、 、自

に を つ る

など工夫できる。

く す が明

確になる。

の考えを 流で

き、自 がもてる。

様な意 と出 え

るため、考えを広げ

たり深めたりでき

る。

様な考えを基に、学

で し合い、よ

りよい に向 て学

びを深め、学習内容を

できる。

 

 

 

自分の考えをもて

なかったり で

取り組めなかった

りする 合は、

が である。

の に

する。

合いや活動に

しにくい児童生徒に

が である。

や など

を める等の

があるとよい。

学 が 心して意

を出し合える である

ことが められる

しにくい児童生徒

の出 を考 した き

か が である。

 時間を して で うこともありますし、学 内容や 、学 、児童の

によってはこ らを り て を ることも です。児童生徒が、 に

に向かい、 を して く学 るよう、 に応 て学 を しましょう。 

の学  での学  

に

き
な
が

の 

 
 
 
 
 

学

 

で
の
学

 

  学習 を   ポイント  

時 の
で、目 に応 て学
習 を工夫してい
ます。
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くことによって、子どもたちは思考 を することができます。また、 を き

すことで、学習内容の 点を することができます。子どもたちの学 意欲を める
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 ○ な り に を し、 ・ を う。 

 学 意欲   ポイント  

を すだけでなく、

の考えたことや

かったこと、 問も く

ようにさせよう。 

発 、 の

を考 した を選

う。（ の きさ、

の 、 ） 

にするた に
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  を う。 
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、 、 、
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自分の考えをもて

なかったり で

取り組めなかった

りする 合は、

が である。

の に

する。
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を出し合える である
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のものが、児童生徒の学習を で対 にするのではありません。児童生徒の

学びを充実させ学力向上につなげていくためには、指導者が意 に授業の で を

したり子どもたちに活 させたりすることを、学習 に組 れることが大切です。学

習指導 には、 学 に いて 教 を するなど、 活 力を

力等と 様に「学習の基 となる資 力」と 付 るとともに、学 に いて

を え、 れを 切に活 した学習活動の充実を ることが明 されています。

授業づくりでは、子どもたちに「 もし い」「もっと学びたい」と思 せるような工夫が

大切です。 して、「分かった」「できた」という を授業の で重ねていくことが めら

れます。 からこ 、学習指導の基本に ち ることが、授業改善 の と えます。

  を る   ポイント  

  に いて、どの場面でどのように するか を てることが です。 
 の 例 
  を ・ し、 を して 明する。 
  ・ 学 や の学 で、 や などを にとらえやすくする。 
  や 験の 、 、 などを う。 
  発 場面を して 生しながら について し う。 
  反 学 の場面 内容や方 を することで、児童生徒が に り 、学 内 
          容の を支 する。また、一 一 の学 や に応 た 応 
          も できる。 
  を問 、 や の確認など し を生かす場面でも でき うです。 
 例 
  「 の 」 問題 や の確認 
  「 の 」 児童生徒が 題解 に 、児童生徒の学びの  
  「 の 」 学 の振り返り、まと の  

学習に対する児童生徒の 心を める
児童生徒 に を明確につかませる
分かりやすく説明したり児童生徒の思考や を深めたりする
学習内容をまとめる に児童生徒の 識の を る

 に ける ・ で い学びの促 、児童生徒の 力の 果 な に

つながるように、 する ・ や 、児童生徒の に応 て、 な を

し、学 内容の 解や 題解 、基 ・基 の に てることができます。 

  

  、 、 （ ）、 、 、  

 、 、 、 、   

の の を めた で、 の学 を
さ るために 的な を る うにしましょう。 

 く るための   
① や も、 や 子 が してい 
 るか。 
② や 子 の は、どの子どもにも や いか。 

での と図 などに る の や  
 を かんでいるか。 

の を ために、 る の を して く。 
の資料や を る には、 に  

 る。 

る

１ の  

２ の  

 

 

          

 道徳科における「見方・考え方」は、目標に 
 明記されている 

ポイント① 

 「特別の教科 道徳」は、その目標の中で育成をめざす資質・能力とその資質・能力をどのよう

な学習によって養うのかが示されています。「特別の教科 道徳」の目標を知ることが、道徳科の

充実には欠かせない最重要事項と言えます。 

 小学校においては平成３０年度、中学校は３１年度から全面実施の特別の教科 道徳。「主体的・

対話的で深い学び」を意識した授業づくり、評価等について、理解し取り組んでいくことが求めら

れます。 

４ 特別の教科 道徳 

 

           

道徳科の目標（小学校）

第１章総則の第１の２の（２）に示す道徳教育の

目標に基づき，よりよく生きるための基盤となる

道徳性を養うため， 

道徳的諸価値についての理解を基に，自己を見つ

め，物事を多面的・多角的に考え，自己の生き方

についての考えを深める学習を通して， 

道徳的な判断力，心情，実践意欲と態度を育てる。

 青字で記した部分が、期待される授業の有り様です。特に、下線部は児童生徒の学習の姿として強

く意識すべきことになります。下線部のような学習状況が実現されているかを評価し、指導に生かす

ことが重要となります。 

道徳科の目標（中学校）

第１章総則の第１の２の（２）に示す道徳教育の

目標に基づき，よりよく生きるための基盤となる

道徳性を養うため， 

道徳的諸価値についての理解を基に，自己を見つ

め，物事を広い視野から多面的・多角的に考え，

人間としての生き方についての考えを深める学

習を通して， 

道徳的な判断力，心情，実践意欲と態度を育てる。

「道徳性」は、よりよい行為へのエネルギー ポイント② 

 道徳科の目標に「道徳性を養う」という表現があります。道徳科で育てることをめざす資質・

能力としての「道徳性」について、学習指導要領解説には、次のように整理されています。 

文部科学省 道徳教育アーカイブ「特別の教科 道徳の全面実施に向けて」より引用 

（小学校学習指導要領 第３章 特別の教科 道徳 ）
（中学校学習指導要領 第３章 特別の教科 道徳 ）道徳科の目標 

道徳性とは   

■よりよく生きるための営みを支える基盤となるもの 

■人間としての本来的な在り方やよりよい生き方を目指して行われる道徳的行為を可能にする 

 人格的特性であり，人格の基盤をなすもの 

■人間らしいよさであり，道徳的価値が一人一人の内面において統合されたもの 

道徳性は、 

よりよい行為へのエネルギー（内面的資質）です。 

・道徳的判断力

・道徳的心情

・道徳的実践意欲と態度

よりよい行為 

（道徳的行為）

（道徳的習慣） 
 特に序列や段階がある

ということではない。 

 目に見える道徳的実
践の姿は、目に見えない
内面的資質に由来して
います。 

授
業
づ
く
り
編

― 43 ― ― 44 ―



のものが、児童生徒の学習を で対 にするのではありません。児童生徒の

学びを充実させ学力向上につなげていくためには、指導者が意 に授業の で を

したり子どもたちに活 させたりすることを、学習 に組 れることが大切です。学

習指導 には、 学 に いて 教 を するなど、 活 力を

力等と 様に「学習の基 となる資 力」と 付 るとともに、学 に いて

を え、 れを 切に活 した学習活動の充実を ることが明 されています。

授業づくりでは、子どもたちに「 もし い」「もっと学びたい」と思 せるような工夫が

大切です。 して、「分かった」「できた」という を授業の で重ねていくことが めら

れます。 からこ 、学習指導の基本に ち ることが、授業改善 の と えます。

  を る   ポイント  

  に いて、どの場面でどのように するか を てることが です。 
 の 例 
  を ・ し、 を して 明する。 
  ・ 学 や の学 で、 や などを にとらえやすくする。 
  や 験の 、 、 などを う。 
  発 場面を して 生しながら について し う。 
  反 学 の場面 内容や方 を することで、児童生徒が に り 、学 内 
          容の を支 する。また、一 一 の学 や に応 た 応 
          も できる。 
  を問 、 や の確認など し を生かす場面でも でき うです。 
 例 
  「 の 」 問題 や の確認 
  「 の 」 児童生徒が 題解 に 、児童生徒の学びの  
  「 の 」 学 の振り返り、まと の  

学習に対する児童生徒の 心を める
児童生徒 に を明確につかませる
分かりやすく説明したり児童生徒の思考や を深めたりする
学習内容をまとめる に児童生徒の 識の を る

 に ける ・ で い学びの促 、児童生徒の 力の 果 な に

つながるように、 する ・ や 、児童生徒の に応 て、 な を

し、学 内容の 解や 題解 、基 ・基 の に てることができます。 

  

  、 、 （ ）、 、 、  

 、 、 、 、   

の の を めた で、 の学 を
さ るために 的な を る うにしましょう。 

 く るための   
① や も、 や 子 が してい 
 るか。 
② や 子 の は、どの子どもにも や いか。 
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 「特別の教科 道徳」は、その目標の中で育成をめざす資質・能力とその資質・能力をどのよう

な学習によって養うのかが示されています。「特別の教科 道徳」の目標を知ることが、道徳科の

充実には欠かせない最重要事項と言えます。 

 小学校においては平成３０年度、中学校は３１年度から全面実施の特別の教科 道徳。「主体的・

対話的で深い学び」を意識した授業づくり、評価等について、理解し取り組んでいくことが求めら

れます。 

４ 特別の教科 道徳 

 

           

道徳科の目標（小学校）

第１章総則の第１の２の（２）に示す道徳教育の

目標に基づき，よりよく生きるための基盤となる
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道徳的諸価値についての理解を基に，自己を見つ

め，物事を多面的・多角的に考え，自己の生き方

についての考えを深める学習を通して， 

道徳的な判断力，心情，実践意欲と態度を育てる。

 青字で記した部分が、期待される授業の有り様です。特に、下線部は児童生徒の学習の姿として強
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め，物事を広い視野から多面的・多角的に考え，

人間としての生き方についての考えを深める学

習を通して， 

道徳的な判断力，心情，実践意欲と態度を育てる。

「道徳性」は、よりよい行為へのエネルギー ポイント② 

 道徳科の目標に「道徳性を養う」という表現があります。道徳科で育てることをめざす資質・

能力としての「道徳性」について、学習指導要領解説には、次のように整理されています。 

文部科学省 道徳教育アーカイブ「特別の教科 道徳の全面実施に向けて」より引用 

（小学校学習指導要領 第３章 特別の教科 道徳 ）
（中学校学習指導要領 第３章 特別の教科 道徳 ）道徳科の目標 

道徳性とは   

■よりよく生きるための営みを支える基盤となるもの 

■人間としての本来的な在り方やよりよい生き方を目指して行われる道徳的行為を可能にする 

 人格的特性であり，人格の基盤をなすもの 

■人間らしいよさであり，道徳的価値が一人一人の内面において統合されたもの 

道徳性は、 

よりよい行為へのエネルギー（内面的資質）です。 

・道徳的判断力

・道徳的心情

・道徳的実践意欲と態度

よりよい行為 

（道徳的行為）

（道徳的習慣） 
 特に序列や段階がある

ということではない。 
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践の姿は、目に見えない
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 内 目に れる道徳的 る ポイント  

 内 項目は、道徳的価値を 内 を い文章で表したものです。内 項目 びその内 に示

されていることを基に、 まれる道徳的価値について することが です。そして、本 で

どもた に えさせたい道徳的価値は かを にした で授業を行います。 

小学校 目の

学 目

中学 目

学 目

中学校 目の

学 目

 の 目には、 の道

徳的価 が まれている の

の道徳的価 が まれてい

る のが ります。この に

は、 を指導するのかを に

、授業を しまし う。 

  

 

 

 （道徳科の評価の 的な ） 

 による評価ではなく、記 で ること。 

 児童生徒がいかに したかを 的に 、 ます 評価として行うこと。 

 の児童生徒と して を るような評価はな まない。 

 の 目 とではなく、 くくりなまとまりを ま た評価を行うこと。 

 がい の児童生徒に いての すべき を学 で 有すること。 

 道徳科の の考え方 る ポイント  

 道徳科の目標からわかるように、それ れ「よりよく生きるための道徳性を養うこと」をめざ

しています。しかし、道徳性は、内面的資質であり、道徳性が育ったかどうかを見取るのは

ではありません。道徳科の評価は、次に示す に 意して行っていきまし う。 

生 の学習 道徳性に る の を 的に し に生か
う める る。た し 値な に る 価 ない のと る。

評価 

 授業の中で、 生 一人一人

の学習 を見取っていく。 

 的に 価 るため

に の となる

の めら 。

中の

の

との の の

の に る

の （

）な 間の

を 実 る

めら 。

 くくりなまとまりを 

       ま た評価  
 

一つ一つの内 項目 とにどの  

 くらい理解したかを評価するの 

 ではなく、学 学 とい た

の と の中 道徳科

の学習 道徳性に る

の を見取る。 

一つの授業の学習 のみを取  

 り て評価しない。 

を
見

て
い

らいと る道徳性

目に まれる道徳的価 の （ 学 の 目より） 

、  

の 重 

目 
と いに し、学 て を 、 に いて しな

が 、 を いていくこと。 

道徳的価  、 、 、 重 

目 
きまりの意 を した で で れ を り、 の を
にし、 を たすこと。 

道徳的価  重、 徳 、 、  

文部科学省 道徳教育アーカイブ「特別の教科 道徳の全面実施に向けて」より引用 

 

 

「考え、 する道徳」 する ポイント  

 生 が、 の「 え」をも 、 と わり合いながら え「 する」授業とするた

めには、 な指導 を 的に取り れることが です。授業の質的 のためにも「 え、

する道徳」の在り方について理解することが求められます。 

  の学習状況 道徳 に る の様  

 を るときに 目する  

の に れ、 的に する   
 で、 的な か 的 的な と 
 しているか 

的 的な の で、道徳的価 の  
 を 分 との りの で ているか 

評価の には、 

学習評価の 性、 性等を  

 することが重要。 

評価は の教 が 人として行う 

 のではなく、学校として 

 組 的・ 的に行われ 

 ることが重要。 

の が  

 「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた道徳科の授業を実践していくためにも、校 の

ー ー の 、全 が し、 性を した取組を重 ていくことが です。 

 このような学習にするた には、

な指導 を て、授業に かうことが

れます。道徳的価 に る 分

のこれまでの指導を り り、 を

て のような児童生徒の姿の を

すのか 、 を てます。 

 の が の授業、
的な学習、道徳的行為に する 的な

学習な 、様 な で、 、 する道
徳 の実現を しまし う。 

 話合いが り がり、 の えを 表し合えて
いると、いい授業 ったなと てしまいます。し
かし、 どもた が を見つめ、 事を 面
的・ 的に えて えられたかをしっかりと見取
ることが です。「主人 の行 をどう えるの
か。」「な 、そう えるのか。」など、 どもた

の を深める の在り方も重要になります。 

 児童生徒が、 を して、 は

という 分なりの を ことが

です。 して、 分 と

の を して、 を したり

しい きが生まれたりすること

で、 分の をより にするこ

とに なが ていきます。 

指導 道徳

指導 道徳

指導 道徳

中学校
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業
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 内 目に れる道徳的 る ポイント  

 内 項目は、道徳的価値を 内 を い文章で表したものです。内 項目 びその内 に示

されていることを基に、 まれる道徳的価値について することが です。そして、本 で

どもた に えさせたい道徳的価値は かを にした で授業を行います。 

小学校 目の

学 目

中学 目

学 目

中学校 目の

学 目

 の 目には、 の道

徳的価 が まれている の

の道徳的価 が まれてい

る のが ります。この に

は、 を指導するのかを に

、授業を しまし う。 

  

 

 

 （道徳科の評価の 的な ） 

 による評価ではなく、記 で ること。 

 児童生徒がいかに したかを 的に 、 ます 評価として行うこと。 

 の児童生徒と して を るような評価はな まない。 

 の 目 とではなく、 くくりなまとまりを ま た評価を行うこと。 

 がい の児童生徒に いての すべき を学 で 有すること。 

 道徳科の の考え方 る ポイント  

 道徳科の目標からわかるように、それ れ「よりよく生きるための道徳性を養うこと」をめざ

しています。しかし、道徳性は、内面的資質であり、道徳性が育ったかどうかを見取るのは

ではありません。道徳科の評価は、次に示す に 意して行っていきまし う。 

生 の学習 道徳性に る の を 的に し に生か
う める る。た し 値な に る 価 ない のと る。

評価 

 授業の中で、 生 一人一人

の学習 を見取っていく。 

 的に 価 るため

に の となる

の めら 。

中の

の

との の の

の に る

の （

）な 間の

を 実 る

めら 。

 くくりなまとまりを 

       ま た評価  
 

一つ一つの内 項目 とにどの  

 くらい理解したかを評価するの 

 ではなく、学 学 とい た

の と の中 道徳科

の学習 道徳性に る

の を見取る。 

一つの授業の学習 のみを取  

 り て評価しない。 

を
見

て
い

らいと る道徳性

目に まれる道徳的価 の （ 学 の 目より） 

、  

の 重 

目 
と いに し、学 て を 、 に いて しな

が 、 を いていくこと。 

道徳的価  、 、 、 重 

目 
きまりの意 を した で で れ を り、 の を
にし、 を たすこと。 

道徳的価  重、 徳 、 、  

文部科学省 道徳教育アーカイブ「特別の教科 道徳の全面実施に向けて」より引用 

 

 

「考え、 する道徳」 する ポイント  

 生 が、 の「 え」をも 、 と わり合いながら え「 する」授業とするた

めには、 な指導 を 的に取り れることが です。授業の質的 のためにも「 え、

する道徳」の在り方について理解することが求められます。 

  の学習状況 道徳 に る の様  

 を るときに 目する  

の に れ、 的に する   
 で、 的な か 的 的な と 
 しているか 

的 的な の で、道徳的価 の  
 を 分 との りの で ているか 

評価の には、 

学習評価の 性、 性等を  

 することが重要。 

評価は の教 が 人として行う 

 のではなく、学校として 

 組 的・ 的に行われ 

 ることが重要。 

の が  

 「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた道徳科の授業を実践していくためにも、校 の

ー ー の 、全 が し、 性を した取組を重 ていくことが です。 

 このような学習にするた には、

な指導 を て、授業に かうことが

れます。道徳的価 に る 分

のこれまでの指導を り り、 を

て のような児童生徒の姿の を

すのか 、 を てます。 

 の が の授業、
的な学習、道徳的行為に する 的な

学習な 、様 な で、 、 する道
徳 の実現を しまし う。 

 話合いが り がり、 の えを 表し合えて
いると、いい授業 ったなと てしまいます。し
かし、 どもた が を見つめ、 事を 面
的・ 的に えて えられたかをしっかりと見取
ることが です。「主人 の行 をどう えるの
か。」「な 、そう えるのか。」など、 どもた

の を深める の在り方も重要になります。 

 児童生徒が、 を して、 は

という 分なりの を ことが

です。 して、 分 と

の を して、 を したり

しい きが生まれたりすること

で、 分の をより にするこ

とに なが ていきます。 

指導 道徳

指導 道徳

指導 道徳
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         外国語活動 外国語科 

 語活動・ 語 の は、 と中 の を し、 れ れの を関

付けて 的に示されています。 語活動・ 語 での 習の成 が中 の 語

と に することを意識した づくりが められます。 

 外国語活動 外国語科 る   

 中 での 語活動に いては、英語の語 や表現に音 で 分に れ しま

を 成することが大切になります。 での 語 は、 実した 語活動の上に成り ち、

実際の に いて活用で る基礎的な力を 成します。 

  活動   

   

  

 

、

 

 

 

  

 

 

 
 

 

 

 

 

   

外国語の音声や基本的な表現に れ しみ、「聞くこと」「話すこと」の言語活動の を
う外国語活動。「 こと」「 くこと」に れ しみながら、 によるコミュニケーショ
ンの基 的な を に る外国語科。これらの を意識し、 体的にコミュニケーション
を うとする どもを てることが求められます。 

 言語活動 る  

「外国語によるコミュニケーションにお る見 え 」 

る

の
に る

 

、 、 に

る の

を し、
を 、

 習指導要領では、「言語活動を して を る ・能力を うこと」が、

、 要 されています。 語による の中で、どのような で を

え、どのような考え で思考していくの という ・考え を理解した上で、言語活動を設定し

ていくことが大切です。 

、

、

 

 

「外国語活動」における言語活動 

 「聞くこと」をインプット（入力）、「話すこと」をアウトプッ

ト（出力）と捉え、インプット（入力）を十分に行ってから、アウ

トプット（出力）させるようにすることを意識して、単元を構想し

ましょう。 

「外国語科」における言語活動 

 「聞くこと」「読むこと」「話すこと（やり取り）」「話すこ

と（発表）」「書くこと」の５領域で言語活動が示されています。

「互いの考えや気持ちを伝え合う」などの言語活動を中心にしな

がらも、言語材料について理解したり練習したりするための指導

を必要に応じて行います。 

 外国語科では、外国語活動で行ってきた言語活動を踏まえ

て、簡単な語句や基本的な表現などの学習内容を繰り返し使

わせる言語活動を設定し、「聞くこと」「話すこと(やり取り)」

「話すこと(発表)」について児童が簡単な語句や基本的な表現

について活用できるようにすることが大切です。 

  
   ◆文字を認識するという基礎的な活動である。 
（例）ホテルの受付の場面を設定し、自分の名前の綴りを発音す
る活動を位置づける。 

 “My  name  is  Haruna.  H-a-r-u-n-a.”のように名乗る表現

を発音した上で、名前のアルファベットを発音する言語活動。  

ＴＴによるデモ
ンストレーション

児童は、しっかりと聞き活動
の流れをつかみます。

言語活動 
 実際に英語を

用いて互いの考

えや気持ちを伝

え合う活動 

指導 
 言語材料に

ついて理解し

たり練習した

りする活動 

＝ 

 コミュニケーションの目的、場面や状況を明確に設定する等、工夫することが大切です。さらに、
単元全体のゴール、１時間毎のゴールを明確に示し、見通しをもたせた上で、「必然性のあるやり
取り」が行われることが求められます。 

  発音練習や歌、英語の

文字を機械的に書く活

動は、言語活動ではな

く、練習です。練習だけ

で終わることがないよ

うに気をつけましょう  

 情報を整理しながら考

えなどを形成するといっ

た「思考力、判断力、表現

力等」が活用されると同時

に、英語に関する「知識及

び技能」が活用されます。  

 「聞くこと」「話すこと（やり取り）」「話すこと（発表）」

の３領域で言語活動が示されています。「互いの考えや気持ちを

伝え合う」行為には、話すことはもちろん聞くことも含まれます。

児童の興味・関心を考慮しながら、意欲的に言語活動に取り組め

るようにすることが大切です。 

 

 

 

外国語科 

 

 外国語を習得していく

過程においては、英語の

音声に十分ふれること

と、実際に使ってみるこ

とが重要です。 

授
業
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り
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         外国語活動 外国語科 

 語活動・ 語 の は、 と中 の を し、 れ れの を関

付けて 的に示されています。 語活動・ 語 での 習の成 が中 の 語

と に することを意識した づくりが められます。 

 外国語活動 外国語科 る   

 中 での 語活動に いては、英語の語 や表現に音 で 分に れ しま

を 成することが大切になります。 での 語 は、 実した 語活動の上に成り ち、

実際の に いて活用で る基礎的な力を 成します。 

  活動   

   

  

 

、

 

 

 

  

 

 

 
 

 

 

 

 

   

外国語の音声や基本的な表現に れ しみ、「聞くこと」「話すこと」の言語活動の を
う外国語活動。「 こと」「 くこと」に れ しみながら、 によるコミュニケーショ
ンの基 的な を に る外国語科。これらの を意識し、 体的にコミュニケーション
を うとする どもを てることが求められます。 

 言語活動 る  

「外国語によるコミュニケーションにお る見 え 」 

る

の
に る

 

、 、 に

る の

を し、
を 、

 習指導要領では、「言語活動を して を る ・能力を うこと」が、

、 要 されています。 語による の中で、どのような で を

え、どのような考え で思考していくの という ・考え を理解した上で、言語活動を設定し

ていくことが大切です。 

、

、

 

 

「外国語活動」における言語活動 

 「聞くこと」をインプット（入力）、「話すこと」をアウトプッ

ト（出力）と捉え、インプット（入力）を十分に行ってから、アウ

トプット（出力）させるようにすることを意識して、単元を構想し

ましょう。 

「外国語科」における言語活動 

 「聞くこと」「読むこと」「話すこと（やり取り）」「話すこ

と（発表）」「書くこと」の５領域で言語活動が示されています。

「互いの考えや気持ちを伝え合う」などの言語活動を中心にしな

がらも、言語材料について理解したり練習したりするための指導

を必要に応じて行います。 

 外国語科では、外国語活動で行ってきた言語活動を踏まえ

て、簡単な語句や基本的な表現などの学習内容を繰り返し使

わせる言語活動を設定し、「聞くこと」「話すこと(やり取り)」

「話すこと(発表)」について児童が簡単な語句や基本的な表現

について活用できるようにすることが大切です。 

  
   ◆文字を認識するという基礎的な活動である。 
（例）ホテルの受付の場面を設定し、自分の名前の綴りを発音す
る活動を位置づける。 

 “My  name  is  Haruna.  H-a-r-u-n-a.”のように名乗る表現

を発音した上で、名前のアルファベットを発音する言語活動。  

ＴＴによるデモ
ンストレーション

児童は、しっかりと聞き活動
の流れをつかみます。

言語活動 
 実際に英語を

用いて互いの考

えや気持ちを伝

え合う活動 

指導 
 言語材料に

ついて理解し

たり練習した

りする活動 

＝ 

 コミュニケーションの目的、場面や状況を明確に設定する等、工夫することが大切です。さらに、
単元全体のゴール、１時間毎のゴールを明確に示し、見通しをもたせた上で、「必然性のあるやり
取り」が行われることが求められます。 

  発音練習や歌、英語の

文字を機械的に書く活

動は、言語活動ではな

く、練習です。練習だけ

で終わることがないよ

うに気をつけましょう  

 情報を整理しながら考

えなどを形成するといっ

た「思考力、判断力、表現

力等」が活用されると同時

に、英語に関する「知識及

び技能」が活用されます。  

 「聞くこと」「話すこと（やり取り）」「話すこと（発表）」

の３領域で言語活動が示されています。「互いの考えや気持ちを

伝え合う」行為には、話すことはもちろん聞くことも含まれます。

児童の興味・関心を考慮しながら、意欲的に言語活動に取り組め

るようにすることが大切です。 

 

 

 

外国語科 

 

 外国語を習得していく

過程においては、英語の

音声に十分ふれること

と、実際に使ってみるこ

とが重要です。 
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 る 
  

 学 にお る学 を 学 につな 、外国語 の目 の実現を るためには、 学 外国語

科と 学 外国語科の を ることが重要です。 学 と 学 の指導目 、内容など

を し、 れ れの学 でどのような指導をする きか明確にすることが求められま

す。また、 学 学 の 間の の を設定することも大切です。 

学 では、 な を捉えて 学 と 学 がめ す児童 を し、学習内容

や の 等を し に めていることでしょう。この取 が、 学 入学時の

をなくし、 ー な ートを切ることにつながっています。外国語 においても、

的に を意識した取 を している 学 があります。 
 

     に る として、「 英語 」を設置している。 

中 英語 が、 に に行 、 の の め や児

童の を 取ったり、 との を行ったりする。必要に応じて、 のア

も行う。また、 の児童や指導 の を の中で し、 の

語活動・ 語 の の や中 語 の に した がよいことな

どについて する。 

     中 英語 が して、中

の で 実 していくことを整理し、

英語 の中で し「 英語

実 」を 成した。 

と のあいさつ（英語で行う） 

は、 本 を使って行う 

ー シートは、 本 もしくは１本 が いてあるものを使う。 

体は全て する。（ 学 で使用されている 体） 

Listen carefully./Eye contact./Clear voice.を意識する。 

 に いて、 で 語活動・ 語 の 、 実に取り組 、中 と

びをつな ていくことの大切さは言うまでもありま ん。し し、中 で に どもたちで

あることを考えると、 の 習の や取り組 等について、中 とに 理解し

情報 して くことが大切です。また、 語活動・ 語 を んで た どもたちを受け

れる中 に いても、 前の どもたちの 習 、 の め 、 等を と

・ 認して くことが大切になります。 

英語  

 ◆ の にわたって 的に り し、文字を書くこ 
   とを 分に さ ることが 要である。 
 ◆書 れたものを 考にして、書 したり、な り書 したり、  

  んで書いたりして、自分の気持ちや考えなどを書いて伝え合うようにさ る。 

 音 で

分に れ

しんだ 書

く活動を行

いましょう

「 学 英語 実 ン ー （ ）」より 

 

 

 で に付けさ る を 認し、 中 、 の どもたちの実 に合わ
た ル に基づ 「必 のある言語活動」を設定することが大切です。また、 自

が、 語 の指導に して 的な で関わることが、 実した 語活動・ 語
の 習を実現することにつながります。 

  の 語活動及び 語 の を することで、児童 の 習 を 定に   

 えたり、 時の どもの を中 に いだりで る。 

  の や どもたちの を知っている ら情報を て、中 としての

語 の を で る。これは 中 、 の の で である。 

的に を し、互いに し合ったり をしたりすることで、指導 や

の り を し、 言し合える。 、 のつながりを むだけでなく、互いの指導

力 上にもつながる。 

  で 用した 材や成 等を中 での導 等で うことにより、 習 とのつな 

 がりを 自 が自 で るようになる。 

  での びの を中 ことにより、指導 は での びを して 

 指導で る。 
 

 これらの 外にも、 学 外国語活動 外国語科と 学 外国語科の

を意識した のための取 が えられます。 どもた に をめ

す 力を意識した取 が求められます。 

 学 英語科 が、 学 での の基本 ルを、 学 の外国語  

に した 、児童の実 や に わせながら取り入れていくこととなりま 

した。実 しながら る に して、 等を していくことで、外国語 に 

お る が ことが できます。 

意識 

 

 

 表現したい内容を き す。 

 
 ま は、 どもたちが 語

の しさを じられ、 どもた

ちのためになると思うことを、

中 で 認しながら実

して ることが大切です。実

する中で、 同 の関 が

まり、発 に応じた、より

的な指導 を した

り、 中 に合った づ

くりを したりすることが

で ます。 
授
業
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り
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的に を し、互いに し合ったり をしたりすることで、指導 や

の り を し、 言し合える。 、 のつながりを むだけでなく、互いの指導

力 上にもつながる。 

  で 用した 材や成 等を中 での導 等で うことにより、 習 とのつな 

 がりを 自 が自 で るようになる。 

  での びの を中 ことにより、指導 は での びを して 

 指導で る。 
 

 これらの 外にも、 学 外国語活動 外国語科と 学 外国語科の

を意識した のための取 が えられます。 どもた に をめ

す 力を意識した取 が求められます。 

 学 英語科 が、 学 での の基本 ルを、 学 の外国語  

に した 、児童の実 や に わせながら取り入れていくこととなりま 

した。実 しながら る に して、 等を していくことで、外国語 に 

お る が ことが できます。 
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